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市民の負担状況 市税負担額
行政経費

一般会計 特別会計 合　　計

市民１人当たり 17万0718円 28万9870円 21万5929円 50万5799円

１ 世 帯 当 た り 44万4424円 75万4609円 56万2122円 131万6731円

歳　入 

477億0016万円 

歳　出 

465億9309万円 

市税 
245億0687万円 
（51.4％） 

民生費 
120億8208万円 
（25.9％） 

土木費 
72億5601万円 
（15.6％） 

市税 
245億0687万円 

（51.4％） 

諸収入 
53億8582万円（11.3％） 

国庫支出金 
34億8216万円（7.3％） 

市債 
35億1990万円（7.4％） 

県支出金 
20億1694万円（4.2％） 

地方消費税交付金
14億5548万円（3.1％）

地方交付税 12億7453万円（2.7％） 

繰入金 13億1278万円（2.8％） 

繰越金
14億8187万円（3.1％）

その他 
32億6381万円（6.7％） 

民生費 
120億8208万円 
（25.9％） 

土木費 
72億5601万円 
（15.6％） 

総務費 60億2807万円（13.0％） 

公債費 
56億0154万円（12.0％） 

教育費 
48億2933万円（10.4％） 

諸支出金 
42億4831万円 
（9.1％） 

衛生費 
27億4353万円（5.9％） 

消防費 18億4907万円（4.0％） 

農林水産業費 ９億0134万円（1.9％） 商工費 ７億1278万円（1.5％） 

議会費 ３億4103万円（0.7％） 

（　）内は構成比  

※人口：14万3552人、世帯数：５万5143世帯

　（平成20年４月１日現在）

※市民負担状況の算定には、市税を充当し

ていない市債借換債、公社貸付を除いて

います。

一 般 会 計 の 決 算

平
成
20
年
度
各
会
計
の
決
算
状
況

財
政
事
情
の
公
表

　

平
成
20
年
度
の
決
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

平
成
20
年
度
土
浦
市
歳
入
歳
出
決
算
書
を
議
会
の
認
定
を
受
け
る

た
め
、
９
月
議
会
に
上
程
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
９
月

末
現
在
の
予
算
の
収
支
状
況
を
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
４
７
７
億
16
万
円
、
歳
出
４

６
５
億
９
３
０
９
万
円
で
す
。
差
し
引
き
11
億
７
０
７
万
円
の

う
ち
、
１
億
４
６
６
８
万
円
は
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
事
業

に
充
て
ら
れ
る
財
源
で
、
実
質
収
支
額
９
億
６
０
３
９
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
、
そ
の
収
入

を
も
っ
て
、
そ
の
経
費
に
充
て
る
独
立
し
た
会
計
で
、
公
共
用

地
先
行
取
得
、
駐
車
場
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護

保
険
、
下
水
道
、
公
設
地
方
卸
売
市
場
、
農
業
集
落
排
水
、
土

浦
駅
前
北
地
区
市
街
地
再
開
発
、
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
新
た

に
加
わ
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
10
事
業
の
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
の
決
算
額
は
、
歳
入
３
４
２
億
３
１
１
６
万

円
、
歳
出
３
４
０
億
６
７
２
０
万
円
で
す
。
差
し
引
き
１
億
６

３
９
６
万
円
の
う
ち
、
５
０
７
０
万
円
は
翌
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
た
事
業
に
充
て
ら
れ
る
財
源
で
、
実
質
１
億
１
３
２
６
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
事
業
概
要

【
総
務
費
】


土
浦
駅
と
荒
川
沖
駅
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
利
用
者
の

不
安
解
消
と
犯
罪
の
抑
止
効
果
を
図
り
ま
し
た
。


市
役
所
か
ら
市
内
全
域
に
一
斉
伝
達
の
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
同

報
系
防
災
行
政
無
線
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行

い
、
平
成
21
年
度
か
ら
２
か
年
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
民
生
費
】


障
害
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
団
体
、
つ

く
ば
国
際
大
学
お
よ
び
市
の
三
者
が
協
働
し
て
、
災
害
時
の
対

応
を
記
し
た
障
害
者
お
よ
び
支
援
者
の
た
め
の「
防
災
の
手
引

き
」
を
作
成
し
ま
し
た
。


高
齢
者
の
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
外
出
の
と
き
の
足
と
な
る

「
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
土
浦
」の
利
用
者
に
年
会
費
の
一
部
を
助

成
し
、
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
し
た
。


乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
に
お
け
る
入
院
時
医
療
費
の
支

給
対
象
年
齢
を
中
学
３
年
生
ま
で
大
幅
に
拡
大
す
る
と
と
も
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個人市民税

固定資産税

法人市民税

都市計画税

その他

84億8998万円

97億1856万円

34億8959万円

15億2373万円

12億8501万円

83億7981万円

96億1575万円

43億3475万円

15億1247万円

13億2856万円

70億4563万円

93億3601万円

38億6910万円

15億0675万円

13億3848万円

62億6984万円

89億6627万円

26億0923万円

15億7475万円

12億3513万円

60億3371万円

89億0449万円

27億7413万円

15億8613万円

12億1755万円
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245億0687万円

84億8998万円

97億1856万円

34億8959万円

15億2373万円

12億8501万円

251億7134万円

83億7981万円

96億1575万円

43億3475万円

15億1247万円

13億2856万円

230億9597万円

70億4563万円

93億3601万円

38億6910万円

15億0675万円

13億3848万円

206億5522万円

62億6984万円

89億6627万円

26億0923万円

15億7475万円

12億3513万円

205億1601万円

60億3371万円

89億0449万円

27億7413万円

15億8613万円

（億円）

12億1755万円

市

税

収

入

の

推

移

土浦市の家計簿

に
、
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
な
ど
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

【
衛
生
費
】


母
子
保
健
事
業
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を
５
回

に
拡
充
す
る
な
ど
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
よ
り
安
心
し
て
出

産
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。


全
国
的
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
小
児
医
療
や
休
日
診

療
体
制
に
つ
い
て
、
本
市
の
休
日
緊
急
診
療
所
で
は
平
日
の
木

曜
日
と
金
曜
日
の
夜
間
も
開
設
す
る
な
ど
、
診
療
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。


斎
場
で
は
、
火
葬
業
務
の
民
間
委
託
に
よ
り
、
経
費
削
減
を

図
り
ま
し
た
。


今
泉
第
二
霊
園
の
区
画
造
成
を
行
い
、
一
坪
タ
イ
プ
に
固
定

化
し
て
い
た
墓
地
区
画
を
３
パ
タ
ー
ン
の
面
積
区
画
割
と
す
る

な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
応
じ
た
霊
園
整
備
を
進
め
ま

し
た
。


学
校
を
除
く
全
市
域
の
市
施
設
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認

証
を
継
続
し
、
率
先
し
て
環
境
保
全
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。


市
役
所
や
地
区
公
民
館
な
ど
市
施
設
に
ア
サ
ガ
オ
な
ど
を
利

用
し
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
、
市
民
へ
の
省
エ
ネ
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

【
農
林
水
産
業
費
】


グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
の
中
で
、「
都
市
と
農
村

の
交
流
事
業
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
体
験
や
交
流
の
あ
り
方
の

調
査
、
検
討
を
進
め
ま
し
た
。


む
ら
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ
る
新
治
地
区
の
溜た

め

池
改
修
工

事
や
農
道
整
備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
営
事
業
の
手

野
地
区
や
坂
田
地
区
の
圃
場
整
備
、
新
治
地
区
の
か
ん
が
い
排

水
事
業
を
推
進
し
、
農
業
生
産
の
機
械
化
や
生
産
活
動
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。


県
森
林
湖
沼
環
境
税
の
活
用
に
よ
る「
身
近
な
緑
の
整
備
推

進
事
業
」
に
よ
り
、
竜
ヶ
峰
の
桜
で
知
ら
れ
る
県
立
中
央
青
年

の
家
付
近
の
市
有
林
の
下
草
刈
り
を
行
い
、
里
山
の
保
全
整
備

を
図
り
ま
し
た
。

【
商
工
費
】


雇
用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
固
定
資

産
税
相
当
額
の
奨
励
金
を
交
付
す
る
な
ど
の
工
業
団
地
な
ど
へ

の
企
業
誘
致
事
業
に
よ
っ
て
、
２
社
の
企
業
が
進
出
し
ま
し
た
。


商
業
近
代
化
促
進
事
業
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
て
、
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
合
わ
せ
た
カ
レ
ー

サ
ミ
ッ
ト
の
実
施
な
ど
食
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
本
格
運
行
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
活
性
化
バ
ス
の
運

行
支
援
や
、ま
ち
な
か
元
気
市
の
開
催
な
ど
を
展
開
し
ま
し
た
。


自
然
・
歴
史
な
ど
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
今
後
10
年
間
の

戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
観
光
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。


老
朽
化
し
た
国
民
宿
舎「
水
郷
」
の
経
営
改
善
の
た
め
の
方
策

と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。


全
国
花
火
競
技
大
会
は
、
観
客
の
安
全
確
保
と
打
上
現
場
で

の
安
全
対
策
を
充
実
し
、
大
会
運
営
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も

に
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
た「
土
浦
花
火
づ
く
し
」に
よ
る
過
去

最
高
に
並
ぶ
観
客
80
万
人
を
魅
了
さ
せ
る
な
ど
、
高
い
評
価
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
、
離
職
者
を
市
臨
時
職
員
と
し
て

雇
用
し
、
就
業
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

【
土
木
費
】


排
水
路
整
備
事
業
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で

進
め
ま
し
た
菅
谷
東
都
市
下
水
路
の
調
整
池
整
備
事
業
が
完
成

し
、
ま
た
神
立
菅
谷
都
市
下
水
路
の
上
流
部
と
虫
掛
小
規
模
排

水
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。


歴
史
の
小
径
整
備
に
伴
う
中
城
通
り
の
電
線
地
中
化
工
事
を

進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度
に
策
定
す
る
地
域
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
の
基
礎
調
査
や
都
市
計
画
道
路
整
備
方
針
作
成

事
業
に
よ
り
、
中
短
期
的
に
取
り
組
む
都
市
計
画
道
路
の
優
先

整
備
５
路
線
の
整
備
方
策
を
検
討
し
ま
し
た
。
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市 有 財 産 の 状 況

土 地 366万4142.02㎡

建 物 43万6025.04㎡

山 林 ２万5890.00㎡

車 両 340台

有 価 証 券 1146万円

出 資 に よ る 権 利 ４億2742万円

基　
　
　

金

財 政 調 整 基 金 49億7048万円

土 地 開 発 基 金 24億4493万円

用 品 調 達 基 金 350万円

文 化 振 興 基 金 ２億8829万円

奨 学 基 金 1259万円

高 額 療 養 費 貸 付 基 金 2000万円

庁 舎 建 設 基 金 42億1927万円

市 債 管 理 基 金 12億6995万円

社 会 福 祉 事 業 基 金 ６億6813万円

国民健康保険出産費資金貸付基金 351万円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 ８億2510万円

公 社 対 策 基 金 11億4684万円

介護従事者処遇改善臨時特例基金 6604万円

債 権 2638万円

※市の年間決算額を一月の家計におきかえてみましたが、単純比較は困難ですので、あくまで目安としてください。
※借換債、公社貸付については、歳入・歳出から除いています。

土浦市の一年間の歳入を月30万円の収入がある家計に例えると

465億9309万円

人件費
88億8361万円
（19.1％）

繰出金
66億6167万円
（14.3％）

扶助費
65億3094万円

（14.0％）

扶助費
65億3094万円

（14.0％）

貸付金
43億5631万円

（9.3％）

普通建設事業費
44億8538万円
（9.6％）

その他 37億1368万円（8.0％）

人件費
88億8361万円

（19.1％）

物件費
63億6053万円

（13.7％）

繰出金
66億6167万円

（14.3％）

公債費
56億0097万円

（12.0％）

普通建設事業費
44億8538万円

（9.6％）

給料・諸手当
（市税等） 185

親からの援助
（交付税等） 66

食費
（人件費） 62

子どもへの仕送り
（繰出金） 47

医療費・保育料
（扶助費） 46

支　出
月29万2000円
翌月へ８千円繰越

収　入
月30万円

食費
（人件費） 62

光熱水費・通信費・
雑貨費など（物件費） 45

子どもへの仕送り
（繰出金） 47

医療費・保育料
（扶助費） 46

ローン返済
（公債費） 34

家電などの買い替え
（普通建設事業費） 31

家の修理（維持補修費） 5

翌月への繰越（繰越金） 8

町内会費
（補助金等） 15

貯金（積立金） 6
友人への貸し付け
　　　（貸付金） 1

給料・諸手当
（市税等） 185

親からの援助
（交付税等） 66

ローン
（市債） 20

貯金繰入 9雑入 9

前月からの繰越 11

（単位：千円）

土浦市の家計簿

（　）内は構成比

一 般 会 計 性 質 別 決 算


道
路
新
設
改
良
で
は
、
拡
幅
改
良
、
舗
装
お
よ
び
交
通
安
全

施
設
工
事
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
橋
梁
の
整
備
で
は
、

東
崎
町
地
内
の
新
川
に
か
け
る
人
道
橋
の
平
成
21
年
度
に
着
手

す
る
た
め
の
詳
細
設
計
や
、
踏
切
整
備
に
お
い
て
も
摩
利
山
新

田
地
内
の
用
地
を
確
保
す
る
な
ど
、
市
民
生
活
の
利
便
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。


新
治
地
区
と
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
重

要
な
虫
掛
・
藤
沢
間
の
市
道
整
備
で
は
、
平
成
21
年
度
の
工
事

着
工
に
向
け
、
道
整
備
交
付
金
を
活
用
し
た
用
地
取
得
を
実
施

し
ま
し
た
。


バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事
業
で
は
、
障
害
者
や
各
事
業
者
な
ど

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
一
体
的
・
総
合
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。


中
心
市
街
地
の
骨
格
的
な
道
路
整
備
と
し
て
、
川
口
田
中
線

街
路
事
業
で
は
、
一
部
区
間
の
供
用
に
向
け
た
工
事
を
進
め
、

木
田
余
神
立
線
街
路
整
備
で
は
、
用
地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。


朝
日
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
で
は
、
広
域
的
な
ア
ク
セ
ス
の
向

上
を
図
る
新
た
な
南
北
軸
の
幹
線
道
路
の
整
備
を
目
指
し
、
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
本
格
着
工
に
向
け
、
大
部
分
の
用
地
を
確
保
し

た
ほ
か
、
取
り
付
け
道
路
の
一
部
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。


開
発
費
で
は
、
駅
前
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
を
余
儀
な

く
休
止
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
整
備
に
支
障
と

な
る
自
転
車
駐
車
場
、
第
２
分
団
消
防
車
庫
を
、
先
行
し
て
移

転
整
備
し
ま
し
た
。

【
消
防
費
】


化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
や
小
型
消
防
艇
の
更
新
な
ど
、
消
防
力

の
充
実
強
化
を
図
り
ま
し
た
。


す
べ
て
の
保
育
所
と
幼
稚
園
、
消
防
署
な
ど
25
か
所
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
救
命
講
習
会
の
実
施
に
よ
り
、
市

民
生
活
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
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特 別 会 計 の 決 算
会   計   名 歳　　入 うち一般会計繰入金 歳　　出

公共用地先行取得事業 ９億4951万円 ４億9871万円 ９億4951万円 

駐 車 場 事 業 ９億9789万円 ８億3320万円 ９億9785万円 

国 民 健 康 保 険 141億3881万円 10億6792万円 141億2749万円 

老 人 保 健 ９億7295万円 5900万円 ９億5580万円 

後期高齢者医療 10億7621万円 １億8682万円 10億7394万円 

介 護 保 険 65億9134万円 10億0060万円 65億3530万円 

下 水 道 事 業 88億9034万円 20億5600万円 88億7803万円 

公設地方卸売市場事業 ３億3261万円 １億4400万円 ２億8877万円 

農業集落排水事業 １億5378万円 4200万円 １億5311万円 

土浦駅前北地区市街地再開発事業 １億2772万円 4940万円 １億0740万円 
計 342億3116万円 59億3765万円 340億6720万円 

企業会計（水道事業）の決算
損益計算書〔事業の管理・運営に関する収支（消費税抜き）〕

収　　　　　　入 支　　　　　　　出

水道料金収入 33億9950万円

県への支払い水道料金 16億0818万円

施設の維持管理・給
水・料金徴収等費用

６億1035万円

企 業 債 利 息 ２億0510万円

その他の収入 4220万円 減 価 償 却 費 等 ６億4529万円

計 34億4170万円 計 30億6892万円

純 利 益 ３億7278万円

資本的収支〔施設の建設・改良などに関する収支（消費税抜き）〕
収　　　　　　入 支　　　　　　　出

企 業 債 ７億8610万円 配 水 管 な ど の 建
設・ 改 良 費 用 等

５億4865万円
加 入 金 9797万円

その他の収入 733万円 企業債元金償還金 11億2579万円

計 ８億9140万円 計 16億7444万円

収 支 不 足 額 ７億8304万円

貸借対照表
資　　　　　　産 負　　　　　　　債

固 定 資 産
（土地・建物・

構築物等）
192億2068万円

固定負債（修繕引当金） １億9733万円

流動負債（未払金等） ３億1594万円

負 債 計 ５億1327万円

流 動 資 産
（現金・未収金等）

32億8039万円
資　　　　　本

資本金（自己資本・借入資本）174億0743万円
剰余金（加入金・受贈
財産・財調積立金・
未処分利益剰余金等）

46億2436万円繰 延 勘 定
（開発費）

4399万円

資 本 計 220億3179万円
資 産 計 225億4506万円 負 債・資 本　 計 225億4506万円

地方債の状況

区　　　　　分 現 在 高

一 般 会 計 400億3469万円 

特 別 会 計 337億3075万円 

下 水 道 事 業 292億1606万円 

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 22億1696万円 

駐 車 場 事 業  15億7154万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ４億3659万円 

公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 ２億4640万円 

土浦駅前北地区市街地再開発事業 4320万円 

企 業 会 計（ 水 道 事 業 ） 77億6111万円 

計
815億2655万円

（対前年度△3.9％） 

平 成 19 年 度 末 現 在 高 848億2382万円

市 債 現 在 高 の 推 移

※収支不足額は、損益勘定留保資金、減債積立金で補てんしました。

土浦市の家計簿

【
教
育
費
】


藤
沢
・
斗
利
出
・
山
ノ
荘
小
学
校
お
よ
び
土
浦
第
三
・
第
五

中
学
校
の
耐
震
診
断
調
査
を
行
い
、
今
後
計
画
的
に
補
強
・
改

築
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
土
浦
小
学
校
の
改
築
事
業
の
た
め
の

埋
蔵
文
化
財
試
掘
調
査
の
実
施
な
ど
、
良
好
な
学
習
環
境
の
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。


国
有
地
を
賃
借
し
て
い
た
土
浦
第
三
中
学
校
用
地
を
、
取
得

し
ま
し
た
。


芸
術
文
化
振
興
で
は
、「
第
23
回
国
民

文
化
祭
・
い
ば
ら
き
２
０
０
８
」
に
お
い

て
、
本
市
で
洋
舞
・
映
像
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
霞
ヶ
浦
・
水
の
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
が
身
近
に
文
化
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い
、

親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。


国
際
交
流
で
は
、
中
学
生
交
換
交
流
事
業
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
パ
ロ
ア
ル
ト
市
の
中
学
生
と
市
内
８
中
学
校
16
人
に

よ
る
相
互
交
換
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
、
国
際
的
な
見
識
が

高
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
派
遣
中
学
生
以
外
の
生
徒
も
学
校
交

流
会
に
よ
っ
て
、
国
際
感
覚
の
醸
成
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、
平
成
21
年
４
月
に
は
姉

妹
都
市
締
結
の
合
意
に
至
り
ま
し
た
。


第
18
回
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
兼
国
際
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
か

す
み
が
う
ら
大
会
を
、
国
内
３
番
目
の
規
模
と
な
る
２
万
１
１

８
人
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
大
会

は
世
界
有
数
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ

ド
ニ
ー
マ
ラ
ソ
ン
と
の
姉
妹
提
携
を
し
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
、
那

覇
マ
ラ
ソ
ン
に
次
ぐ
国
内
屈
指
の
大
会
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。


給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
等
委
託
事
業
で
は
、
第
一
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
小
学
校
９
校
、
中
学
校
４
校
、
幼
稚

園
３
園
の
１
日
当
た
り
約
７
０
０
０
食
の
調
理
、
洗
浄
業
務
を

民
間
業
者
に
委
託
し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。
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　市では、市民の皆さんに市政について理解を深めて

いただくために、財政状況を年２回公表しています。

　今回は、平成21年９月30日現在の各会計予算の収支

状況をお知らせします。

　　　　　財政課（ 826-1111　内線2217）問

平成21年度上半期

財政状況を公表します

土浦市の家計簿

平成21年度上半期

財政状況を公表します

区　　　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的収支
収益的収入 36億4120万円 15億1469万円 41.6%

収益的支出 33億4152万円 10億0207万円 30.0%

資本的収支
資本的収入 12億7732万円 8303万円 ６.5%

資本的支出 26億6963万円 ６億1733万円 23.1%

特別会計予算現額　317億4603万円

　収入済額　94億1034万円（収入率29.6％)、支出済額　142億6520万円（支出率44.9％)

●水道事業会計予算の執行状況

一般会計予算現額　503億1819万円

　収入済額　262億2861万円（収入率52.1％)、支出済額　228億3924万円（支出率45.4％)

※市債の借入れ時期は通常３月以降となります。

※収益的収支…事業の管理・運営に関する収入および支出（消費税込み）

※収益的収支…事業の管理・運営に関する収入および支出（消費税込み）

　資本的収支の支出に対する収入の不足額は、損益勘定留保資金などで補てんします。

現 在 高
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第38回 土浦市文化祭

　今回は、土浦市文化祭後半の

11月22日から12月13日までに開

催されるイベントを紹介しま

す。日頃の練習の成果をぜひご

覧ください。

 土浦市文化協会事務局

（文化課内　862-1941）

●土浦市文化協会●

第38回 土浦市文化祭
（後半の部）

11/22
（日）

11/23
（月・祝）

11/29
（日）

12/13
（日）

12/6
（日）

11/29
（日）

市民会館 小ホール

市民会館 大ホール

亀城プラザ
　　２階 文化ホール

と　き／午前９時～午後４時30分

内　容／天地の間の大らかな正気、歴史上の出

　来事、潤いのある人生など、大自然の風物か

　ら奥深い情操まで、吟じ舞うことが出来るや

　いなや。

と　き／午前10時30分～午後５時

内　容／琴、三
さんげん

絃、尺八、日本舞踊と邦楽

の競演です。「手習子」、「雨の五郎」、「雁

金」、「あやめ浴衣」、「相模蜑」、「島の千

歳」、「水仙丹前」、「団子売」など、25番

組を発表します。

と　き／午前９時～午後４時30分

内　容／

　第１部…各団体の唄と踊りを披露します。

　第２部…唄の会と踊りの会がペアを組ん

　で演じます。また、子どもたちだけの

　発表会、わらべコーナーもあります。

　第３部…ゴールデンショーと題して、日

　本各地の郷土民謡を披露します。

と　き／午前10時～午後４時

内　容／観世流、宝生流、喜多流、金春流、金

　剛流の各流派が、練習の成果を披露します。

と　き／午後１時30分開演（開場は午後１時から）

出　演／アートスタジオ萩谷京子現代舞踊研究所、

　育かほるモダンバレエスタジオ、土浦バレエ研究所

内　容／美しい洋舞のコンサートです。小さなバレリー

ナからプロのダンサーまで、３歳からナイスミドルが、

さまざまなダンスを一同に踊ります。

と　き／午後２時開演

曲　目／メンデルスゾーン…序曲「フィンガルの洞窟」

　　　　ドリーブ…バレエ組曲「コッペリア」より

　　　　ブラームス…交響曲第２番二長調

入場料／一般…900円（前売り700円）

　　　　高校生以下…700円（前売り500円）

吟道と剣詩舞道大会

邦楽発表会

民謡民舞踊大会 第59回定期演奏会

クラシック＆
モダンバレエ

謡と仕舞の会
土浦各流合同

土浦交響楽団

指　揮／直井大輔
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小
・
中
学
校
体
育
館
を

開
放
し
ま
す

と　

き
／
11
月
30
日
　

午
後
２

時
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら

１
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁
舎
２
階　

第
２
会
議
室


公
売
物
件


宅　

地
（
中
高
津
三
丁
目
）


土
地
付
建
物
（
小
岩
田
東
二
丁

目
）

◎
共
　
通

見
積
価
格
／
３
９
７
万
円

持
参
す
る
も
の
／
公
売
保
証
金

（
40
万
円
）
、
は
ん
こ
、
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
、
委
任
状

（
代
理
人
が
入
札
す
る
と
き
）

※
公
売
は
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ

　

平
成
22
年
度
に
年
間
を
通
し
て

市
内
28
小
・
中
学
校
の
体
育
館
を

利
用
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

利
用
資
格
／
市
内
に
住
居
ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
方
で
構
成
す
る

10
人
以
上
の
団
体
（
20
歳
以
上
の

　

平
成
21
年
度
前
期
分
の
閲
覧
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

閲
覧
期
間
／
４
月
～
９
月


国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
に
よ
る
も
の
…
１
件


法
人
な
ど
に
よ
る
公
益
性
が
高

い
と
認
め
た
も
の
…
11
件

※
詳
し
く
は
、
市
掲
示
板
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

市
民
課
（

内
線
２
２
８
６
）

住
民
基
本
台
帳
の
一
部

写
し
の
閲
覧
状
況
公
表

と  

き
／
11
月
10
日
　

午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
教
育
委
員
会
大
会
議
室

（
新
治
庁
舎
２
階
）

議　

題
／
学
校
規
模
と
教
育
環

境
、
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針
に

つ
い
て　

な
ど

傍
聴
者
定
員
／
10
人（
先
着
順
）

傍
聴
手
続
／
当
日
会
場
で（
午
後

１
時
か
ら
１
時
30
分
ま
で
）

学
務
課（

内
線
５
１
０
７
）

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

市
立
幼
稚
園
、
小
学
校
及

び
中
学
校
適
正
配
置
等　

第
２
回
検
討
委
員
会

茨
城
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
と

そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
（
臨
時
雇
用
者
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
る
茨
城
県
最
低

賃
金
が
、
10
月
８
日
か
ら
時
間
額

６
７
８
円（
引
き
上
げ
額
２
円
）
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室（

０
２
９
・
２
２
４
・
６
２

１
６
）、
土
浦
労
働
基
準
監
督
署

（

８
２
１
・
５
１
２
７
）

療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
広
場
ま
つ
り

と　

き
／
11
月
21
日
　

午
前
10

時〜

午
後
１
時（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
／
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

内　

容
／
作
業
所
作
品
販
売
、
各

種
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
な
ど

療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（

８
２

４
・
８
０
１
３
）

第
10
回
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

　

東
京
青
山「
子
ど
も
の
城
」か
ら

プ
ッ
チ
ガ
ド
を
迎
え
て
、
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

と　

き
／
11
月
21
日
　

午
前
10

時
か
ら（
開
場
は
午
前
９
時
30
分

か
ら
）

と
こ
ろ
／
都
和
公
民
館

対
象
者
／
乳
幼
児
か
ら
小
学
校
低

学
年
児
童
と
そ
の
家
族

定　

員
／
２
０
０
人
（
先
着
順
）

持
参
す
る
も
の
／
座
布
団
な
ど
の

敷
物

申
込
方
法
／
電
話
で

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」（

８
２
３
・
１

２
８
８
）

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
展
示

　

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
と
そ

の
周
辺
地
域
の
自
然
な
ど
を
写
し

た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作

品
を
巡
回
で
展
示
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／


11
月
９
日

～
19
日

・
市
役

所
本
庁
舎
正
面
玄
関
入
口


11
月
21
日

～
12
月
６
日

・

ま
ち
か
ど
蔵
「
野
村
」


12
月
８
日

～
20
日

・
亀
城

プ
ラ
ザ

※
つ
く
ば
市
、
桜
川
市
、
つ
く
ば

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
藤
沢
休
憩

所
、
筑
波
休
憩
所
、
真
壁
休
憩
所

で
の
展
示
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
期
間
・
場
所
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
経
営
課
（

内
線
２
３
８

４
）、
つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

利
活
用
促
進
会
議
事
務
局（
県
地

域
計
画
課
内　


０
２
９
・
３
０

１
・
２
７
３
５
）

り
ま
す
。

納
税
課
（

内
線
２
４
４
１
）

代
表
者
を
１
人
置
く
こ
と
）

利
用
時
間
／
１
日
３
時
間（
午
後

10
時
ま
で
）

※
学
校
行
事
で
利
用
で
き
な
い
日

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
種
目
に
よ

っ
て
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

た
は
各
小
・
中
学
校
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
直
接

申
込
締
切
／
12
月
18
日


ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（

内
線
５

１
２
５
）

変　更：No.1013　16 ページの「休日当番医」で、11月８日（日）の外科は、「塚田整形外科・
　　　　 824-1111　桜町三丁目」に変更になりました。
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と　

き
／
12
月
８
日

、
10
日


午
後
１
時
～
２
時
30
分

と
こ
ろ
／
水
郷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
者
／
レ
ベ
ル
が
初
心
・
初
級

程
度
の
方

定　

員
／
各
日
20
人
（
先
着
順
。

２
日
間
参
加
で
き
る
方
を
優
先
）

申
込
方
法
／
11
月
17
日

か
ら
、

水
郷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
フ
ァ

ク
ス
、
ま
た
は
電
話
で

土
浦
市
体
育
協
会
硬
式
テ
ニ

ス
部
（


８
２
６
・
１
３
８
０
）

土
浦
市
テ
ニ
ス
教
室

２
０
０
９

と　

き
／
12
月
６
日
　

午
前
８

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
水
郷
体
育
館

参
加
資
格
／
チ
ー
ム
全
員
が
既
婚

者
で
、
同
じ
中
学
校
区
に
居
住
し

て
い
る
男
女

参
加
料
／
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
土
浦
市
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
へ
直
接

申
込
締
切
／
11
月
28
日


同
協
会
（

８
３
１
・
０
８

６
６　

菊
池
）

市
民
混
合

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と　

き
／
11
月
15
日
　

午
後
１

時
30
分
～
５
時

と
こ
ろ
／
イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
（
つ

く
ば
市
研
究
学
園
Ｃ
50
街
区
１
）

内　

容
／


セ
ミ
ナ
ー
（
マ
ネ
ー
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
）

時　

間
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時

テ
ー
マ
／
爆
笑
！　

子
ど
も
を
お

金
持
ち
に
す
る
方
法
？　

～
あ
な

た
は
子
ど
も
に
お
金
の
こ
と
を
ど

う
伝
え
ま
す
か
？
～

講　

師
／
い
ち
の
せ
か
つ
み

4

4

4

4

4

4

4

さ
ん

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
）

定　

員
／
１
０
０
人
（
先
着
順
）


Ｆ
Ｐ
に
よ
る
個
別
相
談
会

時　

間
／
午
後
３
時
30
分
と
４
時

20
分
か
ら
の
２
回

定　

員
／
各
回
６
人
（
先
着
順
）


お
こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム

時　

間
／
午
後
３
時
30
分
～
５
時

対
象
者
／
小
学
５
・
６
年
生

定　

員
／
12
人
（
先
着
順
）

◎
共
　
通

申
込
方
法
／
電
話
で

※
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
f
p
.
o
r
.
j
p
/

shibu/ibaraki/

）
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会

茨
城
Ｆ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
９
in
つ
く
ば

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス（
心
の
健
康
）

の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

と　

き
／
11
月
20
日
　

午
後
６

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ヒ
ル
土
浦（
木

田
余
東
台
四
丁
目
１-

１
）

対
象
者
／
人
事
担
当
者
、
労
務
・

安
全
衛
生
な
ど
の
管
理
者
ま
た
は

担
当
者

テ
ー
マ
／
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

講　

師
／
木
山
良
知
さ
ん（
い
ば

ら
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
相
談
員
）

定　

員
／
60
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
で

土
浦
市
中
小
企
業
労
働
者
共

済
会
事
務
局（
商
工
観
光
課
内　


内
線
７
６
０
４
）

勤
労
者
対
策
セ
ミ
ナ
ー

と　
　

き
／
12
月
４
日
　

午
前

10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
／
一
中
地
区
公
民
館

内　

容
／
田
舎
風
野
菜
ス
ー
プ
、

鶏
肉
の
赤
ワ
イ
ン
煮
、
ミ
モ
ザ
の

サ
ラ
ダ
、
ブ
ラ
ン
マ
ン
ジ
ェ

講　

師
／
小
澤
モ
ニ
ッ
ク
さ
ん

参
加
料
／
１
０
０
０
円

定　

員
／
30
人（
先
着
順
）

世
界
の
家
庭
料
理
講
座

「
フ
ラ
ン
ス
編
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て

ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル

と　

き
／
12
月
６
日
　

午
後
１

時
～
３
時

ハ
ッ
ピ
ー
・
ク
ッ
キ
ン
グ

ま
ず
は
、
ケ
ー
キ
か
ら
！

女
性
の
た
め
の
創
業

支
援
セ
ミ
ナ
ー

と　

き
／


11
月
14
日

、
21
日
　

午
前

10
時
～
午
後
４
時
30
分

※
21
日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
県
女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共

同
参
画
支
援
室（
水
戸
市
三
の
丸

一
丁
目
７
‐
41
）

内　

容
／
創
業
の
動
向
と
心
構

え
、
必
要
な
諸
手
続
き
な
ど

定　

員
／
40
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
で

※
車
の
方
は
、
県
三
の
丸
庁
舎
駐

車
場（
無
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

県
女
性
青
少
年
課
女
性
プ
ラ

ザ
男
女
共
同
参
画
支
援
室（

０

２
９
・
２
３
３
・
３
９
８
２
）

家
事
と
家
計
の
講
習
会

　

家
計
簿
を
つ
け
て
、
生
活
力
を

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
と
こ
ろ
／


11
月
16
日

、
17
日
　

午
前

10
時
～
正
午
・
土
浦
友
の
家（
中

村
南
三
丁
目
２
‐
17
）


19
日
　

午
前
10
時
～
正
午
・

都
和
公
民
館

参
加
料
／
３
５
０
円（
資
料
代
）

※
託
児
あ
り（
２
５
０
円
、
お
や

つ
、
保
険
付
き
。
要
予
約
）

土
浦
友
の
会
（

８
３
１
・

７
４
６
３　

西
山
）

持
参
す
る
も
の
／
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル
、
密
閉
容
器
、
筆
記
用
具

申
込
方
法
／
電
話
で

申
込
締
切
／
11
月
20
日


土
浦
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内　


内
線
５
１

１
５
）

と
こ
ろ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー（
ウ
ラ
ラ
２　

7
階
）

対
象
者
／
20
～
40
歳
代
の
独
身
の

男
女

講　

師
／
松
島
初
美
さ
ん

定　

員
／
各
12
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
５
０
０
円
程
度（
材
料

費
）

持
参
す
る
も
の
／
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
筆
記
用
具

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

（
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
記
入
）

で※
一
時
保
育
あ
り（
２
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
。
要
予
約
）

男
女
共
同
参
画
課
（

８

２
７
・
１
１
０
７

 
tc

wc11
07@

jc
om.ho

me.
ne.jp

）

茨
城
支
部
（

０
２
９
・
３
０
２ 

　
・
５
３
２
０
）
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と　き／平成22年２月13日（土）　午後２時から

　（開場は午後 1時から）

入場料／5500円（全席指定）

※15歳以下は入場できません。

応募資格／市内に居住している方

応募方法／往復はがきで（郵便番号、

　住所、氏名、チケット希望枚数を記入）

※１人につき往復はがき１枚で、チケットは４枚

まで。同一内容での申し込みが２枚以上あったと

きは１枚のみ有効（座席は選べません）

※申込多数のときは抽選（当選後のキャンセルはで

きません）

応募締切／12 月５日（土）（必着）

※応募結果は12月中旬に返信はがきを郵送します。

申問 市民会館（〒300-0052　東真鍋町２‐６

822-8891）

人権講演会

弁護士生活笑百科

～笑顔で語る人権～

綾小路きみまろ

「爆笑スーパーライブ」

申問

11

　誕生日と連絡先を記入のうえ、写真と一言（20文字程度）を添えて

11月30日（月）までに広報広聴課へ。１月中旬号への掲載となります。

　なお、応募写真は返却できませんので、ご了承ください。

１月で１歳になる
　 赤ちゃんを募集！！

下村明
あ す か

日香ちゃん
（下高津一丁目）

小松陸
り く と

斗ちゃん
（大岩田）

小島大
ひ ろ と

翔ちゃん
（大町）

池羽　駿
しゅん

ちゃん
（上高津）

寺田紫
し ず く

月ちゃん
（大岩田）

若山仁
ま さ や

也ちゃん
（文京町）

張　美
み き

希ちゃん
（大岩田）

相川　絆
きずな

ちゃん
（大岩田）

松本龍
りゅうのすけ

之介ちゃん
（真鍋五丁目）

田あり紗
さ

ちゃん
（常名）

行之内柊
しゅうま

馬ちゃん
（板谷一丁目）

岡田真
ま い

依ちゃん
（中村南六丁目）

あかるく、すなおで、
かわいい明日香です

よろしくね

☆１歳おめでとう☆

元気に大きく育ってネ

☆パパ・ママ・たいがより☆

１歳のお誕生日
おめでとう

お兄ちゃんといつまでも
仲良く遊んでね

元気で優しい子に
育ってね

パパ・ママより

おてんばしーちゃん
パパはあなたに
メロメロです

１歳おめでとう
明るく元気に

たくましく育ってね

パパとママの宝物
いつも笑顔を
ありがとう

☆HAPPY BIRTHDAY☆
楓に負けないぐらい

たくましく育ってね
パパ・ママ・楓より

お誕生日おめでとう
元気で優しい子に育ってね

パパ・ ママより

常名の「のらっ娘 」
たくさん食べて
大きくなあれ

１歳おめでとう
いつも笑顔をありがとう
元気いっぱいに育ってね

パパとママの宝物
真依ちゃん

１歳おめでとう！

と　き／11月28日（土）

午後２時から（開場は

午後１時30分から）

ところ／市民会館小ホール

講　師／三瀬　顕さん

　　　　（大阪弁護士会所属

　　　　弁護士）

定　員／340人（先着順）

※一時保育、手話通訳あり。

要予約

 総務課人権推進係（826‐1111　内線2330）



11　広報つちうら　2009.11.4

平成21年７月～９月分

建設工事などの入札結果の公表

落札金額が1000万円（税抜）を超えるものに

ついて３か月ごとに掲載しています。

　　　　  管財課（826-1111　内線2226）

　　　　　 水道課（821-6237）
単位：千円

工事・委託件名 工事・委託場所 契約業者名 落札価格（税抜） 予定価格（税抜） 入札日

市道新治中665号線改良工事 大畑地内 (株)穂高建設 38,500千円 43,290千円

７月
　９日

市道Ⅰ級16号線改良工事 常名地内 佐藤土木(株) 24,200千円 24,770千円

市道真鍋新町５号線改良工事 真鍋新町地内 (株)市村工務店 22,700千円 23,140千円

高津処理分区公共下水道（汚水）工事 宍塚地内外 丸一土木(有) 21,900千円 22,620千円

市道中村南三丁目１号線外改良工事 中村南三丁目地内 川村建設(株) 18,340千円 18,790千円

大岩田処理分区公共下水道（汚水）工事 大岩田地内 (株)久保田土木 16,600千円 17,110千円

同報系防災行政無線施設整備工事 土浦市地内 沖電気工業(株) 228,180千円 626,710千円 ７月
　27日市道上高津49号線排水整備工事 上高津地内 (株)松田工業 15,150千円 15,540千円

市道Ⅱ級11号線改良工事 宍塚地内 (株)斉藤建設 26,600千円 29,370千円 ８月10日

市道大岩田110号線改良工事 大岩田地内 塚本商事(有) 14,200千円 14,480千円

８月
　27日

中村住宅バルコニー手摺（パネル）設置工事 中村東二丁目地内 (株)飯塚工務店 11,100千円 11,440千円

高津処理分区公共下水道（汚水）工事 宍塚地内 日東エンジニアリング(株) 40,000千円 44,640千円

荒川沖第二処理分区公共下水道（汚水）工事 荒川沖地内 ヤシマ建設(株) 30,000千円 31,540千円

高津処理分区公共下水道（汚水）工事 上高津地内 (株)松田工業 26,520千円 27,060千円

坂田地区畑地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務委託 下坂田地内 (有)勾玉工房Ｍｏｇｉ 13,950千円 16,190千円 ９月８日

市道新治南31号線改良工事 田土部地内 桜橋建設(株) 43,800千円 46,540千円

９月
　17日

市道Ⅱ級13号線改良工事 宍塚地内 (株)斉藤建設 33,000千円 36,020千円

中村小学校屋内運動場棟耐震補強及び大規模改造工事 中村南五丁目地内 池田林業(株) 45,800千円 48,130千円

荒川沖小学校屋内運動場棟耐震補強及び大規模改造工事 荒川沖東三丁目地内 (株)折本工業 44,000千円 45,610千円

都和小学校屋内運動場棟耐震補強及び大規模改造工事 並木五丁目地内 (株)山本工務店 43,500千円 44,940千円

大岩田小学校屋内運動場棟耐震補強及び大規模改造工事 大岩田地内 佐々木建設(株) 42,500千円 43,880千円

右籾小学校屋内運動場棟耐震補強及び大規模改造工事 右籾地内 郡司建設(株) 41,500千円 42,390千円

宍塚小学校屋内運動場棟耐震補強及び大規模改造工事 宍塚地内 (株)大島工務店 34,130千円 35,570千円

市道Ⅰ級18号線舗装打換工事 木田余地内 (株)霞工業 44,900千円 47,300千円

大岩田処理分区公共下水道（汚水）工事 大岩田地内 (株)久保田土木 14,500千円 14,850千円

土水新工第２号　配水管布設工事（第１工区） 小山崎地内外 日東エンジニアリング(株) 31,290千円 35,560千円

７月
　９日

土水新工第３号　配水管布設工事（第２工区） 中都町四丁目地内外 佐々木建設(株) 33,600千円 35,460千円

土水更工第２号　配水管布設替工事（第１工区） 小松三丁目地内 (株)青木 18,750千円 19,750千円

土水更工第３号　配水管布設替工事（第２工区） 小松一丁目地内外 (株)霞工業 77,900千円 94,570千円

土水更工第４号　配水管布設替工事 港町三丁目地内 勝田建工(株) 25,900千円 27,080千円

土水新工第10号　配水管布設工事 田中町地内 (株)マツウラ 24,800千円 26,060千円
８月
　10日土水更工第６号　配水管布設替工事（第１工区） 霞ヶ岡町地内外 常陽水道工業(株) 39,000千円 40,700千円

土水更工第７号　配水管布設替工事（第２工区） 大岩田地内 日和建設(株) 49,480千円 55,600千円

平成21年  秋季全国火災予防運動

【住宅防火 いのちを守る ７つのポイント】
３つの習慣

●寝たばこは、絶対やめる。

●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

●寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎

製品を使用する。

●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火

　器などを設置する。

●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近

　所の協力体制をつくる。

◎既存住宅にも住宅用火災警報器を平成23年５月末

　までに設置することが義務づけられています！

こんな消火器は、危険です！
　消火器の破裂事故が多発しています。耐

用年数が過ぎたものや本体、キャップに腐

食や変形があるものは、破裂するおそれが

ありますので使用は避け、取扱業者などに

点検や廃棄処分を依頼してください。

▲

市では粗大ごみや一般ごみとしての回収

処分は一切行っていません。

▲
市消防本部では消火器の引き取り、廃棄

は行いません。

※詳しくは、消防本部予防課また

は消火器販売店・製造メーカー

にお問い合わせください。

 消防本部予防課（821-5967）

11月９日（月）～ 15日（日） 「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」
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雨上がりの夜空を彩る２万発の花火

第78回土浦全国花火競技大会

　土浦の秋の風物詩、「土浦全国花火競技大会」が桜川畔で行われました。

前日からの雨も午後には上がり、会場には約70万人が訪れました。大会提

供のワイドスターマイン「土浦花火づくし」は、『過去から未来へのメッセー

ジ』をテーマに華やかに打ち上げられ、ひときわ大きな歓声が観客から上

がっていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月３日）

第７８回土浦全国花火競技大会結果

　内閣総理大臣賞
　野村花火工業（株）〔茨城〕
　スターマインの部
　優　勝　野村花火工業（株）〔茨城〕
　準優勝　（株）紅屋青木煙火店〔長野〕
　10号玉の部
　優　勝　野村花火工業（株）〔茨城〕
　準優勝　（株）山﨑煙火製造所〔茨城〕
　創造花火の部
　優　勝　（株）北日本花火興業〔秋田〕
　準優勝　（有）篠原煙火店〔長野〕
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薪の炎が映し出す日本の伝統芸能

はつらつとした動きで
　　　　　繰り広げられた大熱戦

第12回土浦薪能

第29回高齢者スポーツ大会

　「土浦薪
たきぎのう

能」が土浦城
じょうし

址本丸内で行わ

れました。舞台では、人間に人間以外

の生き物がつくという恐怖をユーモラ

スに描く狂言「梟
ふくろう

」、悪事を行って退治

されたのち石になって近づく者の命を

奪っていた妖狐の魂を旅の僧が成仏さ

せる能「殺
せっしょうせき

生石」が演じられました。観

客たちは、篝
かがりび

火に映し出された幻想的

な世界にひたっていました。

（９月28日）

　｢高齢者スポーツ大会」が、水郷体育

館で行われました。今年は62の高齢者

クラブから1304人が参加し、輪投げ競

争、大玉送り、ものあわせ競争など８

つの競技で競いあいました。時には

ゴール前で大接戦を繰り広げる参加者

のは
・ ・ ・ ・

つらつとした動きや好プレー、珍

プレーの連続に、応援席からは大きな

声援が送られていました。

 (10月15日)

３つのイベントが
中心市街地で合同開催

土浦まちなか元気市、 土浦市まちづくりシンポジウム、
ムーンライトコンサート

　「土浦まちなか元気市」、「土浦市まちづくりシンポジウム」、「ムー

ンライトコンサート」の３つのイベントが合同で行われ、中心市街

地が多くの人で大いににぎわいました。「まちづくりシンポジウム」

では、東国原宮崎県知事による講演が行われ、軽妙な話術で宮崎の

町おこしを語る言葉に、会場を訪れた人たちは笑いながらも、熱心

に耳を傾けていました。　　　　　　　　　　　　　　（９月23日）
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菅谷小５年

　綿広
こ う た

大さん

「かみなりの国」

菅谷小２年

飯塚真
ま あ る

琉さん

「飯ごう炊さん」

菅谷小６年

羽成智
とものり

紀さん

菅谷小５年

藤井結
ゆ い な

菜さん

「日本人の昔からのしぐさを
身につけてほしい」

藤間 紋
も ん ご ろ う

五郎さん

（川口一丁目）

　

日
本
舞
踊
と
は
、
歌
舞
伎
な
ど
を
母
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
民

俗
芸
能
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
舞
台
芸
術
。
演
劇
の
世
界
に

あ
こ
が
れ
て
日
本
大
学
藝

げ
い
じ
ゅ
つ術

学
部
に
進
学
し
た
藤
間
さ
ん
は
、
講
義

で
初
め
て
体
験
し
た
日
本
舞
踊
に
魅
了
さ
れ
、
在
学
中
に
藤
間
流
に

弟
子
入
り
を
し
て
、
土
浦
に
教
室
を
開
く
ま
で
に
な
っ
た
。「
日
本

的
な
踊
り
と
、
華
や
か
な
舞
台
で
老
若
男
女
を
問
わ
な
い
多
彩
な
役

柄
を
演
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
惹ひ

か
れ
ま
し
た
」
。

　

膝
を
曲
げ
た
ま
ま
内
ま
た
で
歩
く
、
女

お
ん
な
が
た形

の
基
本
的
な
足
運
び
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
慣
れ
な
い
動
き
な
の
で
、
左
右
交
互
に
足
を

動
か
す
う
ち
に
、
い
く
つ
か
の
動
作
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
動
き
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
見
て
い
る
方
が
女
性
ら
し
さ

を
感
じ
る
し
ぐ
さ
な
ん
で
す
。
稽け

い

こ古
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
日
本

古
来
の
美
し
い
し
ぐ
さ
が
身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
」
と
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
に
指
導
し
て
く
れ
た
。「
日
本
舞
踊
は
、
難
し
い
も
の
で
も
、

敷
居
の
高
い
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
人
に
も
ど
ん
ど
ん
入
っ

て
も
ら
い
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
的
な
し
ぐ
さ
も
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
入
門
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
体

験
教
室
の
開
催
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
」
。

　

現
在
は
、
市
文
化
協
会
の
邦
楽
連
盟
の
連
盟
長
も
務
め
、
秋
の
土

浦
市
文
化
祭
で
の
公
演
に
向
け
て
準
備
に
追
わ
れ
る
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
。
「
こ
の
文
化
祭
へ
の
出
演
を
励
み
に
、
皆
さ
ん
１
年
を
か

け
て
稽
古
を
つ
ん
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
方
も
、
音
楽
と
し
ぐ

さ
で
情
景
を
想
像
し
て
み
る
だ
け
で
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
」。

　

多
く
の
方
に
、
藤
間
さ
ん
た
ち
の
華
や
か
な
舞
台
を
見
て
ほ
し
い
。

●日本舞踊家（藤間流）●
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筑

波

山

名

跡

誌

写真１
男体山、女体山の図

写真２
夫女が原の図

写真３
「夫女石」現況

　

本
書
は
、
筑
波
山
に
関
す
る
名
所
旧
跡
の
由
来
を
明

ら
か
に
し
た
地
誌
書
で
、
幻
の
名
著
と
い
わ
れ
る
貴
重

な
本
で
す
。
奥お

く
が
き書

に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
安あ

ん
え
い永

９（
１

７
８
０
）
年
に
、
江
戸
本
石
町
三
丁
目
東
都
書
林
の
前
川

権
兵
衛
が
出
版
し
た
も
の
で
、
著
者
は
筑
波
山
中
禅
寺

（
現
在
の
筑
波
山
神
社
）の
僧
侶
、
上

じ
ょ
う
し
ょ
う
あ
ん
り
ょ
う
し
ょ
う

生
庵
亮
盛
で
す
。

　

本
書
の
特
徴
は
、
筑
波
山
の
山
中
や
そ
の
周
辺
の
名

所
・
旧
跡
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
佐
久
良
川（
桜

川
）
に
は
じ
ま
り
、
白し

ら
た
き瀧

、
大お

お

み

ど

う

御
堂
中ち

ゅ
う
ぜ
ん
じ

禅
寺
、
男み

な

の

か

わ

女
川
、

男
体
権ご

ん
げ
ん現

、
女
体
権
現
、
大だ

い
ぶ
つ
い
し

仏
石
な
ど
全
部
で
67
か
所
が

紹
介
さ
れ
、
中
に
は
そ
の
風
景
が
描
き
込
ま
れ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
安
永
２
年
の
本
書
序
文
の
末
尾
を
み
る
と
、

「
万
葉
已い

ら

い来
の
歌
多
き
中
に
、
嶺み

ね

よ
り
落お

つ

る
男み

な

の

か

わ

女
川
の
流

な
が
れ

を
慕
ひ
、
こ
の
も
か
の
も
に
攀よ

じ
の
ぼ陟

れ
る
者
、
豈あ

に
た
だ
は
な

唯
花
の

春
紅も

み

じ葉
の
秋
の
み
な
ら
ん
。
惜

お
し
む

ら
く
は
は(

端は)

山や
ま

滋し
げ
や
ま山

む
か
し
よ
り
、
世
に
伝
へ
て
誘

み
ち
び

く
記ふ

み

の
無
こ
と
を
、
は

じ
め
て
登
れ
る
人
は
名
所
を
し
ら
で
過す

ぎ
ゆ
き行

、
峯み

ね

に
至
り

麓ふ
も
と

に
下
り
て
恨

う
ら
む

る
こ
と
あ
り
、（
中
略
）
遂つ

い

に
筆
の
短

み
じ
か
き

を

忘
れ
、
名
跡
の
千
が
一
を
誌し

る

し
、
仰

あ
お
げ

ば
高
き
二ふ

た
な
み並

の
、

山
の
枝し

お

り折
と
為な

す
も
の
な
り
し
」
と
あ
り
、
亮
盛
が
筑
波

山
の
名
所
を
紹
介
す
る
案
内
書
の
な
い
こ
と
を
残
念
に

思
い
、「
山
の
枝し

お

り折（
道
し
る
べ
）」と
し
て
自
ら
筆
を
執
っ

た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

筑
波
山
は
、
古
来
よ
り
神
の
住
む
山
と
し
て
人
々
の
信

仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
男
体
、
女
体
の
二
峰
に

は
男お

の
神
、
女め

の
神
が
鎮
座
し
、
山
中
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
も
神
々
が
宿
り
、
山
そ
の
も
の
が
神
と
し
て
崇
拝

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
亮
盛
は
筑
波
山
を
「
支し

な那
の
五ご

だ

い

さ

ん

台
山

の
巽

た
つ
み

の
嶺み

ね

裂さ

け
て
、
雲
に
乗
り
日
本
に
飛と

び
き
た来

る
。
空
中

に
て
二
片
と
成
り
、
一
片
は
吉
野
山
に
落お

ち

、
一
片
は
筑

波
山
に
墜お

つ

る
」、
「
此こ

の
み
ね峯

に
詣

も
う
で

る
も
の
は
仙せ

ん
き
ょ
う
と
く
つ
う

境
特
通（
神
通

力
）
の
人
と
な
り
、
雲
に
依
て
遊
ぶ
か
と
訝い

ぶ

か
る
」
な
ど

と
記
し
、
中
国
山
西
省
の
霊れ

い
ざ
ん山

五ご

だ

い

さ

ん

台
山
に
な
ぞ
ら
え
て
、

仙
人
が
住
む
仙
山
・
仙
境
の
イ
メ
ー
ジ
を
や
や
誇
張
し
、

雲
上
に
聳そ

び

え
る
高こ

う
ざ
ん山

大た
い
が
く嶽

の
男
体
・
女
体
の
姿
を
描
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す（
写
真
１
）。

　

奈
良
時
代
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
や
『
万
葉
集
』
に
は
、

筑
波
山
に
坂
東
諸
国
の
男
女
が
往ゆ

き
集つ

ど

う
「
嬥か

が

い歌
」
の
様

子
が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
「
筑
波
町
の
東
に
広
々

た
る
芝
原
あ
り
、
原
の
み
な
み
よ
り
に
方
五
六
丈
の
奇

石
二
つ
あ
り
、
其そ

の

形
男
女
の
並
び
た
る
如
く
な
れ
ば
、

夫ぶ

じ

ょ

い

し

女
石
と
も
、
夫め

お

と

い

し

婦
石
と
も
、
陰
陽
石
と
も
名な

づ

く付
、
此こ

の

石
に
依よ

り

て
夫ぶ

じ

ょ女
が
原は

ら

と
い
う
。
三
里
登
り
て
絶
頂
よ
り

も
見
ゆ
る
」
と
あ
り
、
亮
盛
は
今
の
筑
波
山
神
社
の
南
東

あ
た
り
の
な
だ
ら
か
な
山
裾
一
帯
が
「
夫
女
ヶ
原
」
と
呼

ば
れ
、
奇
石
「
夫
女
石
」
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
と
紹
介
し

て
い
ま
す
。
「
夫
女
石
」
と
思
し
き
二
つ
の
巨
石
は
、
現

在
も
筑
波
山
の
南
麓
に
横
た
わ
っ
て
お
り
、
亮
盛
の『
筑

波
山
名
跡
誌
』
は
、
そ
の
風
景
と
と
も
に
筑
波
山
に
お
け

る
嬥
歌
の
伝
承
地
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
言
え

ま
す
（
写
真
２
・
３
）
。

　

こ
の
資
料
は
12
月
13
日

ま
で
、
市
立
博
物
館
第
31

回
企
画
展
「
古
代
の
筑
波
山
信
仰 

― 

内う
ち
う
み海

を
め
ぐ
る
祭
祀

の
源
流 

― 

」に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
立
博
物
館（

８
２
４
・
２
９
２
８
）

め

い

　

　

せ

き

　

　

　

し



サンマ	 ２尾
酒	 小さじ２
ねり梅	 大さじ２
大葉	 ６枚

小麦粉　	大さじ１・１/２
水	 適量
パン粉	 １/２カップ
油	 適量
レモン	 １/２個

サンマのねり梅はさみ焼き

　近藤 勝子さん　　 杉山 悦子さん　

　落ち葉が舞い散り、秋も深まってきました。今月は、この時期

脂がのっておいしいサンマを使った、「サンマのねり梅はさみ焼

き」を紹介します。

　サンマには、ＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）やＥＰＡ（イコサペ

ンタエン酸）が豊富に含まれ、血液をサラサラに保つ働きや、脳

細胞を活発にしてボケ防止に効果がある、と言われています。

　ねり梅の風味が広がって食が進むので、ぜひ、おかずの一品に

お試しください。お酒のつまみにもおすすめです。

（11月の食生活改善推進員）

エネルギー　　395kcal
たんぱく質　　　17.2g
脂　質　　　　　27.6g

カルシウム		 	 	 	49㎎
食物繊維	 	 	 	 	 	 1.6g
塩　分　　　　			1.2g

１人分の栄養素量

サンマは頭と尾を取り、腹を開いて内
臓と中骨を取り除き、酒をふる。

大葉は、せん切りにする。

クッキングペーパーでサンマの水気を
とり、腹の内側にねり梅をぬり、２の
大葉を散らす。サンマをもとの形にな
るように戻し、切り口に水で溶いた小
麦粉を塗って閉じる。

３を水で溶いた小麦粉にくぐらせ、パ
ン粉をつける。

少し多めの油で両面を焼く。

サンマを３等分に切り、皿に盛って、
くし切りにしたレモンを添える。

１

２

３

４

５

６

作 り 方

材料・分量（２人分）
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人口と世帯数 (平成21年10月１日現在 )　14万4534人( 男７万2003人　女７万2531人)５万6605世帯
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表
紙
の
紹
介

土
浦
薪
能

　

土
浦
城
址
本
丸
内
の
東

ひ
が
し
や
ぐ
ら櫓

の
竣
工

を
記
念
し
て
、
平
成
10
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
土
浦
薪

た
き
ぎ
の
う能

は
、
今

年
で
12
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

薪
能
は
、
夜
間
、
野
外
な
ど
に
設

置
さ
れ
た
能
舞
台
の
周
囲
に
篝か

が

り

び火
を

焚た

い
て
演
目
を
演
じ
る
能
こ
と
を
い

い
、
起
源
は
平
安
時
代
中
期
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
、
奈
良
の
興
福
寺
で
開
催

さ
れ
た
の
が
最
初
だ
そ
う
で
す
。

　

篝
火
と
そ
の
炎
に
照
ら
し
出
さ
れ

た
東
櫓
門
が
、
観
客
を
幽
玄
の
世
界

へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。


